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シングルピクセルイメージングは、固体撮像素子を必要とせずに画像計測を行うための手法で

ある。1) この手法の特徴として、微弱光照射環境下においても画像情報が得られることが示唆さ

れている。この特性は、様々な応用に有用であると考えられる。 

本報告では、シングルピクセルイメージングをシャックハルトマン型の波面センサーに適用し

ている。 図 1 に示すように、計測光学系ではマイクロレンズアレイの焦平面をディジタルマイク

ロミラーデバイス(DMD)面に結像させる。DMD において変調された光信号分布は集光されフォト

デイテクターにおいて検出される。複数の変調分布に対して計測を行い、取得データから画像を

再構成する。画像再構成では、出力画像の画素数や、画像データの特性を考慮して、計算機ゴー

ストイメージングにおいて採用される手順を採用している。 図 2に実験による検証結果を示す。

図 2(a)は DMD 面にイメージセンサーを配置して取得した結果、（b）は提案手法により計測し、

画像再構成によりえられた結果である。図 2 より、視認性に課題が残るものの、輝点を確認する

ことができている。講演において、補償光学への適用に向けた課題についても言及する予定であ

る。 
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図 1 シングルピクセルイメージングによる                                   (b) 

  波面計測系の概念図                                 図 2 検証結果: (a)従来手法によ

る結果．(b) 提案手法の結果 
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